
２２

　

本
学
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
学
生
サ
ー
ビ

ス
部
就
職
課
」
を
再
編
し
、
就
職
業
務
に
特

化
し
た
「
就
職
セ
ン
タ
ー
」
を
平
成
１８
年
１０

月
か
ら
設
置
し
た
。

　

本
学
は
、
白
金（
東
京
都
港
区
）、
相
模
原

（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）
、
十
和
田
（
青
森
県

十
和
田
市
）
、
三
陸
（
岩
手
県
大
船
渡
市
）
、

新
潟
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
、
北
本
（
埼
玉

県
北
本
市
）
の
６
キ
ャ
ン
パ
ス
（
計
７
大
学

院
、
７
学
部
、
２
併
設
校
）
を
有
し
て
い
る

が
、
就
職
セ
ン
タ
ー
は
学
生
数
の
最
も
多
い

相
模
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
設
置
し
学
生
支
援
業

務
を
行
っ
て
い
る
。

　

生
命
科
学
・
医
療
科
学
を
学
ぶ
本
学
で

は
、
学
部
・
専
攻
に
よ
り
進
路
が
異
な
る
こ

と
か
ら
、
就
職
指
導
に
お
い
て
も
、
各
学
部

な
ど
の
特
性
に
合
わ
せ
た
き
め
細
や
か
な
指

導
・
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
就
職
セ
ン

タ
ー
員
が
各
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
出
向
い
て
就
職

個
別
相
談
も
実
施
し
て
い
る
。

　

就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各
学
部
な
ど
の
就

職
担
当
係
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
相
互
補
完

的
な
学
生
支
援
を
行
い
、
学
生
が
自
己
の
適

性
や
能
力
を
理
解
し
、
主
体
的
に
就
職
活
動

を
行
う
た
め
に
様
々
な
有
益
な
行
事
を
開
催

し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
就
職
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
各
学
部
な
ど
で
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
開
催
、
各
就
職
支
援
講
座
（
自
己
分
析
講

座
、
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
講
座
、
グ
ル
ー
プ

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
講
座
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
講
座
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
（
筆
記
試
験
）
対
策
講
座

な
ど
）
の
実
施
、
企
業
研
究
会
の
開
催
、
ま

た
、
就
職
セ
ン
タ
ー
員
に
よ
る
履
歴
書
・
エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
の
添
削
及
び
模
擬
面
接
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
資
料
室
を
併

設
し
、
本
学
の
後
援
組
織
で
あ
る
北
里
大
学

Ｐ
Ｐ
Ａ
を
通
じ
て
学
生
の
ご
父
母
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
・
ス
キ
ャ
ナ

を
は
じ
め
、
企
業
お
よ
び
医
療
機
関
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
、
就
職
活
動
関
連
書
籍
、
就
職
試

験
結
果
報
告
な
ど
の
機
材
や
資
料
を
多
数
完

備
し
て
い
る
。

北里大学就職センター
副学長・就職センター長

陽　捷行

①
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た

　

就
職
支
援
講
座
の
実
施

　

遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
相
模

原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
就
職
支
援
講
座
を
十
和

田
、
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
に
同
時
配
信
す
る
こ

と
で
、
遠
隔
地
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
支
援
を
強

化
し
て
い
る
。

②
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
利
用
し
た

　

個
別
相
談
の
実
施

　

遠
隔
地
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
か
ら
の
相
談
に

対
し
、
ウ
ェ
ブ
カ
メ
ラ
を
介
し
て
就
職
セ
ン
タ

ー
員
が
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
距
離
や
時

間
的
制
約
の
な
い
支
援
を
実
現
し
て
い
る
。

③
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
個
別
相
談

　

就
職
相
談
の
専
門
家
で
あ
る
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個

別
相
談
や
履
歴
書
添
削
、
模
擬
面
接
を
行
っ

て
い
る
。

　

本
学
へ
の
求
人
票
は
「
就
職
シ
ス
テ
ム
」

上
で
管
理
を
し
て
い
る
。
在
学
生
や
卒
業
生

は
、
就
職
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
求
人
票
の
検
索
や
企
業
・
医
療
機
関
な

ど
の
情
報
、
卒
業
生
が
作
成
し
た
就
職
試
験

内
容
報
告
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
１９
年
度
か
ら
、
４
年
生
の
内
定
者
が
自

主
的
に
立
ち
上
げ
た
Ｋ
Ｊ
Ａ
（
北
里
大
学
ジ

ュ
ニ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
に
よ
り
、
こ
れ
か

ら
の
就
職
活
動
を
開
始
す
る
後
輩
や
大
学
院

へ
の
進
学
を
検
討
し
て
い
る
後
輩
に
対
し
、

年
に
３
回
ほ
ど
、
進
路
・
就
職
相
談
会
を
開

催
し
て
い
る
。

　

Ｋ
Ｊ
Ａ
の
メ
ン
バ
ー
が
就
職
活
動
を
通

じ
て
得
ら
れ
た
体
験
談
や
、
内
定
に
至
る
ま

で
の
留
意
点
な
ど
の
様
々
な
実
例
が
紹
介
さ

れ
る
ほ
か
、
参
加
し
た
学
生
と
の
間
で
活
発

な
情
報
交
換
や
後
輩
へ
の
適
切
な
ア
ド
バ
イ

ス
が
行
わ
れ
、
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
て
い

る
。

　

就
職
セ
ン
タ
ー
で
は
、
Ｋ
Ｊ
Ａ
の
活
動

へ
の
支
援
も
行
い
、
教
職
員
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
在
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援
し
て
い

る
。

●
北
里
大
学

●
北
里
大
学

就職支援への取り組み就職支援への取り組み

職業研究　2010　冬季号

２　

各
学
年
次
に
お
け
る
主
な
支
援

１　

新
た
な
支
援

３　

ウ
ェ
ブ
に
よ
る
支
援（
就
職
シ
ス
テ
ム
）

４　

４
年
生
内
定
者
に
よ
る
進
路
・
就
職
相
談

就職資料室および就職センター

KJA 就職・進路相談会

 キャリア教育科目 
       「仕事と人生」 
・外部講師による講義と講演 
　を通じて、将来のキャリア 
　プランニングへの技法を学 
　習。（一般教育「人間形成基 
　礎科目」前期選択科目） 
 

 　　　　　　　　　　 ・就職活動の進行に合わせて 就職ガイダンス（各学部）  　　　　　　　　　　　 定期的に実施 

 キャリア形成特別講座（希望者）  
・3回シリーズの講座を通じて、 
　段階的にキャリアデザイン 
 （キャリアゴール）の意識 
　を高めていく。 

 就職支援講座（希望者） 
・自己分析講座 
・エントリーシート講座 
・グループディスカッション講座 
・グループワーク講座 
・SPII（筆記試験）対策講座　等 

 履歴書添削指導 
・個別の面談形式で学生ひと 
　りひとりの個性・考え方を 
　踏まえて、応募書類の添削。 
 
 

学内企業研究会・説明会 
・各キャンパス内で実施 

 模擬面接指導 
・実際の面接を想定した1対1 
　の模擬面接。自信を持って 
　本番に臨めるようにアドバ 
　イス。 インターンシップガイダンス 

１ 年 次 ３ 年 次　※５年次 ４ 年 次　※６年次 

２ 年 次 
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●
佐
賀
大
学

●
佐
賀
大
学

キャリアセンター通信

佐賀大学のキャリア支援佐賀大学のキャリア支援

　

佐
賀
大
学
で
は
、
平
成
１０
年
４
月
に
学
生

部
に
「
就
職
相
談
室
」
を
設
置
、
同
１５
年
１０

月
、
佐
賀
大
学
と
佐
賀
医
科
大
学
の
統
合
時

に
、「
学
務
部
就
職
課
」
と
し
て
就
職
支
援

を
強
化
、
１６
年
４
月
の
国
立
大
学
法
人
化
後

も
こ
れ
を
継
続
し
た
。

　

１９
年
１０
月
、
大
学
の
入
口
で
あ
る
「
入
試

課
」
を
「
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
、

出
口
で
あ
る
「
就
職
課
」
を
「
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
」
に
改
組
し
た
際
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
従
来
の
就
職
支
援
に
加
え

て
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
ま
で
拡
大
し
、
専
任

教
員
を
配
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
セ
ン
タ
ー
長
（
併
任
教
授
）

と
職
員
４
名
体
制
に
、
専
任
教
授
を
加
え
て

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
以
下
、
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
の
概
要
を
、
就
職
支
援
と
キ
ャ
リ

ア
教
育
に
分
け
て
紹
介
す
る
。

　
　

　

佐
賀
大
学
は
、
教
育
、
経
済
、
医
学
、
理

工
、
農
学
の
５
学
部
構
成
、
１
学
年
定
員
は

約
１
４
０
０
名
の
中
規
模
の
地
方
総
合
国
立

大
学
で
あ
る
。
学
生
は
、
佐
賀
、
福
岡
、
長

崎
等
の
近
隣
県
出
身
者
が
多
く
、
女
子
学
生

の
比
率
は
４０
％
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
就

職
に
際
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
大
都
市
圏
を
希

望
す
る
者
も
多
い
が
、
相
対
的
に
、
近
隣
の

地
場
企
業
を
希
望
す
る
者
が
多
い
の
が
特
徴

的
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
２０
年
度
の
実
績
で
は
、
民

間
企
業
へ
の
就
職
が
７
８
０
名
で
、
う
ち

３
５
０
名
は
女
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
背

景
か
ら
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
全
国
規

模
の
企
業
だ
け
で
は
な
く
、
九
州
、
佐
賀
近

圏
の
企
業
か
ら
の
求
人
（
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
含
む
）
情
報
を
収
集
、
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
学
内
で
の
会
社
合
同
説
明
会
の
開
催
、

具
体
的
な
就
職
活
動
に
当
た
っ
て
の
エ
ン
ト

リ
ー
シ
ー
ト
の
書
き
方
、
面
接
試
験
時
の
礼

儀
や
応
答
の
仕
方
な
ど
、
セ
ン
タ
ー
職
員
や

専
門
の
相
談
員
、
外
部
講
師
の
協
力
を
得
て

対
応
し
て
い
る
。

　

特
に
、
非
常
勤
の
佐
賀
大
学
Ｏ
Ｂ
相
談
員

に
よ
る
懇
切
な
個
別
指
導
は
、
学
生
に
好
評

で
あ
る
。

　

な
お
、
就
職
支
援
の
具
体
的
な
ツ
ー
ル
と

し
て
は
、
教
務
関
係
の
シ
ス
テ
ム
と
一
体
化

し
た
「L

iv
e
 C
a
m
p
u
s

」
が
あ
り
、
就
職

関
係
情
報
の
収
集
、
提
供
、
就
職
デ
ー
タ
の

加
工
・
処
理
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
昨

今
ほ
と
ん
ど
の
学
生
が
携
帯
電
話
を
持
つ
時

代
に
あ
っ
て
、
よ
り
迅
速
、
正
確
に
情
報
収

集
、
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
高
度
化
を
進
め

て
い
る
。

　　

豊
か
す
ぎ
る
ほ
ど
豊
か
な
時
代
に
な
っ
た

せ
い
か
、
明
確
な
人
生
の
設
計
図
（
キ
ャ
リ

ア
デ
ザ
イ
ン
）
を
持
っ
て
、
大
学
、
学
部
、

学
科
を
選
ん
で
進
学
し
て
く
る
若
者
は
あ
ま

り
多
く
な
い
。
本
学
の
入
学
者
も
同
様
で
あ

る
。
そ
こ
で
本
学
で
は
、
そ
の
よ
う
な
学
生

に
、
早
期
か
ら
健
全
な
勤
労
観
、
職
業
観
、

人
生
観
を
涵
養
し
、
自
立
し
て
生
き
る
力
を

付
与
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識

の
下
、
１６
年
度
か
ら
、
１
年
生
前
期
の
「
大

学
入
門
科
目
」（
半
年
１５
コ
マ
、
２
単
位
）

の
中
で
、
２
コ
マ
の
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン

入
門
」
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
っ
て
い

る
。

　

将
来
の
人
生
設
計
に
関
心
と
意
欲
を
持

ち
、
人
生
に
お
け
る
働
く
こ
と
の
意
義
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
で
、
学
習
態
度
や
生
活
態

度
は
大
き
く
変
化
す
る
し
、
な
ぜ
勉
強
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
今
の
学
習
が
将
来

ど
の
よ
う
な
役
に
立
つ
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
の
発
見
や
自
覚
が
、
若
者
を
成
長
さ

せ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
し
て
、

主
に
就
職
活
動
を
開
始
す
る
３
年
生
後
期
の

学
生
を
対
象
に
「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
講
座
」

と
い
う
半
年
１５
コ
マ
（
２
単
位
）
の
講
義
を

行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
狙
い
は
、
本
学
出
身
の
若
手
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
に
、
自
分
の
就
職
活
動
や
卒
業
後
の
社

会
人
と
し
て
の
体
験
を
披
露
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
学
生
諸
君
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
（
人
生

の
お
手
本
）
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
本
学
同
窓
会
の
協
力
を
得
て
１７
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
が
、
３
０
０
人
収
容
の

大
講
義
室
が
満
杯
に
な
る
ほ
ど
の
好
評
で
あ

る
。

　

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
早
期
の
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
（
時
間
数
、
聴
講

者
数
の
拡
大
）
と
、
学
部
学
科
で
の
専
門
教

育
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
融
合
強
化
で
あ
る
。

　

こ
の
数
年
、
専
門
教
育
担
当
教
員
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
も
進
ん

で
は
い
る
が
、
未
だ
に
、
大
学
は
専
門
教
育

に
専
念
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
考
え
の
先
生
方

も
少
な
く
な
い
。

　

つ
ら
つ
ら
思
え
ば
、
実
は
、
大
学
の
教
育

全
体
が
「
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
だ
と
い
う
こ
と

を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

池上寿伸教授（キャリアセンター長）による
「キャリアデザイン講座」開講の挨拶

１　

就
職
支
援
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佐賀大学キャリアセンター

教授　緒方 正嗣

２　

キ
ャ
リ
ア
教
育


